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研究情報の名称 プラスチック・光スイッチによる高出力パルスファイバレーザ 
１． 概 要 
新しい光スイッチを用いたファイバレーザの高周波、高出力パルス動作を行い、計測分野でのレーザ光源を開発
する。 
２． 新規性 
  現状の半導体及び酸化物を用いた光スイッチよりはるかに広い帯域幅（110GHz）で高速スイッチング動作するプ
ラスチック・光スイッチの研究開発結果を応用し、光スイッチを用いた小型、軽量、長寿命、高性能な実用に供する
平均出力 200mW以上の高出力ナノ秒パルスファイバレーザを試作する。 
３． 応用例 
（１）高周波で安定動作する特長を生かし自動車や航空機形状を遠隔から短時間精密計測する装置の開発など 
（２）光スイッチを用いた強制モード同期を行うことによりフェムト秒パルス動作を行い、バイオ用（DNA 加工、光ト
ラップ）機器など高度福祉社会における医療や新産業に必要な光源 
社会還元までのチャート  高出力パルスファイバレーザの開発 
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安価な材料、安価な
作製方法で安価なデ
バイスを作製 
ニオブ酸リチウム 
導波路型光変調器 
によるパルス発振 
現状の光スイッチ 
低い帯域幅<40GHz 
高コスト 160万円 
高い光結合損失 6dB 
応用分野 
航空機、自動車遠隔形状計測
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電気光学係数100pm/V
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